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 すがすがしい実りの秋の季節になりました。皆様お元気でいらっしゃいますか。保健室の子ど

もたちの様子はいかがでしょうか・・・？中国大会養護教諭部会で池岡先生のご発表の中で保健

室は「安心、信頼、つなぐ」ことと言われたことが大変心に残っています。このような保健室の

教育実践をしたいものですね。 

さて、研究集録「のぞみ」も本年で 51号になります。支部の研究実践のご寄稿ありがとうござ

いました。本号はあゆみ（養護教諭会沿革史）の集計結果を掲載しています。時代とともに社会

会環境が子どもたちの健康問題や養護教諭の執務の変化にもなっていることがうかがわれます。 

集計につきましては、県教委 小田 美恵子指導主事様のご指導と研修委員、清水 亜由美、

新田 恵理子の先生方が編集の労をとられましたので、ここで、心からお礼申しあげます。  

 

                                

 

子どもをどう理解し、どう向き合う 

   〜 保健室からの発信と連携〜       

周南市住吉中学校  池岡 幸恵  

 １ はじめに 

私は、数年前に中学校の荒れを経験しました。このことにより、

子どもたちをどのように理解し、どう向き合うことかが課題となりました。また、子どもたちの実態を保健

室からどこへ、どのように、発信していくことが大切なのかを考え続けています。養護教諭として、学校の

中の保健室の役割を振り返り、私自身が学んだことや大切にしてきていることなどを中心に述べてみたいと

思います。 

２ 具体的な保健室実践活動を支える保健室からの発信と連携 

観る→つかむ→伝える→つなぐ→観るに戻りこの一連の流れを繰り返す発信と連携を大切にしています。  

⑴ 保健室実践の基本方針の提案と協力要請 

保健室の経営方針として、子どもたちをどう捉え、保健室の約束や対応について、全職員の理解を得

て、 実践への協力のお願いをする。本校での保健室実践のキーワードを「安心」「信頼」「つなぐ」とし

て、常に実践を振り返るようにしています。 

⑵ 保健室からの発信の方策   

① 保健だより「笑顔」による発信で大切にしていること 

  学校の実態・子どもたちの声・事実・健康の情報をリアルタイムで載せ、養護教諭として感じたこ 

とを率直に伝え、活用しています。 

② 教職員や学校組織への発信と連携 

保健室来室の子どもたちの実態や情報、子どもの理解を共有する場とし、月に１回来室状況や気に 

る子どもたちの状況を「保健室だより」として情報発信、方策を提供しています。   

３ 子どもたちとの関わりの中で養護教諭として大切にしていること ４点 

 ⑴ 子どもたちの行動や言葉からの訴え・表情の意味を考える視点を持つ 

⑵ 子どもたちが、自分の思いを表現できるような働きかけを大切にする 

⑶ 小さなプラス変化に気づき、価値づけることを大切にする 

⑷ 子どもたちの思いを関わる他者へつなぐことを大切にする 

 

平成 19年度 中国大会養護教諭部会の実践発表 

 

 



  平成 19年度 各支部の活動について 

 

 

１ 研修主題 「望ましい保健室経営のあり方」  ブロック別研修サブテーマ 

○中南部…来室生徒との関わりを通して(４年次)   

○北 部…教育相談に関する研修(４年次)   ○東  部…基礎基本に即した救急処置              

○豊 浦…救急処置 

２ 研修のあゆみ 

（１）全体研修第１回 ７月６日（金）市教研学校保健中学校養護部２３名 

今年度の研修主題、ブロック別の研修計画の立案、市教研集会の内容等確認 

（２）ブロック別研修（年１回～２回） 

○中南部 …８月２０日（月）スクールカウンセラーによる指導講話 

          長成中学校 スクールカウンセラー 森田 智 氏  

  ○北 部…７月３０日（月）描画療法入門 垢田中学校 校長 川崎 誠和 氏  

  ○東部・豊浦合同…８月３０日（木）アレルギー性疾患について 

             講師 じょうのクリニック院長 城野 憲史 氏  

  ○豊 浦…１２月６日（木）予定 インフルエンザの予防と対応、診察から見える子どもの実態 

講師 城野 憲史 氏          

（３）市教研集会と市教育祭 １１月７日（水） 予定 

   ①集 会 救急処置について 関門医療センター 循環器科の医師  

   ②教育祭 講演「心の健康は素敵なコミュニケーションから」 

           キャスター エッセイスト 福島 敦子 氏    

（４）全体研修第２回 ２月下旬予定  ①本年度の研修のまとめと反省          

②次年度の計画 

  

１ 研究主題 

  防府市小学校教育研究会 学校保健研修部 

  「自分の心と体を正しく見つめ、自己管理できる子どもの育成」 

  防府市中学校教育研究会 学校保健研修部 

  「心豊かにたくましく生きる生徒の育成」を目指して 

２ 研修活動 

  ４月・５月 防府市小・中学校教育研究会 学校保健研修部 研修計画検討 

  ８月 防府市小・中学校教育研究会夏季保健研修会「食育の推進について」講話 

１１月 小中合同研修視察（中央児童相談所等）２月 校種別に実践事例研修会計画 

※ 年３回（各学期１回）養護教諭のみで、校種別に分かれて話し合いを行なっている。 

    →定期健康診断の反省、フッ化物洗法の実際、意見交換等 

３ 今年度の取組みについて 

  ８月に「食育推進について」県教委、学校安全・体育課 藤本 康徳 先生をお招きし講演

会をした。そこで食育とは「あたりまえのことを意識しながら計画的に継続的に行なう」とい

うことやウエビング法を用いて実技を行なった。今後、養護教諭への期待が高まるなか、教育

的ニーズに応えられるよう資質向上を目指し、研修活動を行なっていきたい。 

 

下関支部 中学校活動 

防府支部の活動 


